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　ユ ス リカ 抗原 は 自然界 に 多量 に 広範囲 に 分布 し，気管支喘息を初 め と す る ア レ ル ギー疾患の 原 因抗原

と L て 近年注 目 され て い る ．今回世界共通種 で あ り他 の ユ ス リカ との 共通抗 原 性 の 認め ら れ て い る オオ
ユ ス リカ よ りア レ ル ゲ ン エ キ ス を 得 ， 気管支喘息児を中心 と した 外来通院患児515名の ユ ス リカ RAST
を測定 し，疾 患別，居 住地別 RAST 陽性 率 の 比較検討を行 っ た．喘息 患児 の 陽性率は44．0％，非 ア トピー

疾 患患児 で は 8．1％で，加齢 と共 に 陽性 率 が 増加 し学童期に ピーク が み られ た ，喘 息児に お い て ユ ス リカ

RAST 陽性者 は 水田 地帯 に 多 く，ユ ス リカ 発生量の 多い 夏期 に 発作 日数 が RAST 陰性者 に 比 ぺ 有意 に

増加 して い た ． 5名の ユ ス リカ プリ ッ クテ ス ト陽性喘息患児 に お け る 抗原吸入試 験で は， 2 名が 即時型

の 反応 を呈 し， 他の 2 名が 遅発型 の 反応 を呈 し た、ハ ウ ス ダ ス ト中 に か な りの 高率で ユ ス リ カ 抗原 が存
在す る こ と が報告 さ れ て い る こ とも併 せ て，ユ ス 11 カ は ア レ ル ギ

ー
疾 患の 原 因抗 原 と し て 重要 な位置 を

占め る と考 え ら れ る ．

Key　words ：　bronchial　asth 王na
− −

　 C1〜ii’onontidae − housing　en 、ironment

は じ め に

　 ユ x リ カ 科 （Ch　iro・nomitlae ） に 属 す る 昆 銀 に は 非

常 に 多 く の 種類 が あ り，そ の 凄息域は あらゆ る淡水域

に 及 ぶ こ とが知 られ て い る．発生す る 水 域 の 化学的，

物理 的特性 に 応 じ棲息す る ユ ス L／ カ の 種類 が 異 な る こ

とか ら，水質指標生物 と し て 利 羂 され る
一

方
1｝，多量 に

現化す る 或虫 は い わゆ る蚊柱 を形成 し て 群が り灯火 に

集 ま る た め 不 快昆虫 と し て 敬遠さ れ て きた ．近年，ア

フ リ カ の ス
ーダ ン 北部 で ナ イ ，L・　．1…iを せ ぎiy．め て 作 ら れ

た ダ ム 湖 に ユ ス レ カ の
一

種
【
green 　nimitti

：
midge

（Cladotan．ytai’sek， 〜飢 ：説 ）が大量 に 発生 し，こ れ が 原距

と な っ て 流域住昂 に 気管支曝息が多発 し た こ とが報告
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Accepted ・

　Sep1ember　3，1987
Abbrev 孟ations ：　C ，p　Chlronornus 　piumosus ；

PRU 　phadebas 　RAST 　 urlit ；　RAST 　radi ロ a】1er−

gosorber聖t　test

され た
2）3i

．そ の 後．ユ ス リ カ を原 因 とす る喘息，ア レ

・レギ ー・
の 報告は な く，ス

ー
ダ ン に お け る 局地的 な 現象

と 考 ft、られ て い た が，19．　84年五 十 嵐ら が富 山南周辺 に

大 量 発 生 し た ミ マ コ ム モ ソ ユ ス リ 刀 PoiPtedilurn

k）’otv
’
ense （Tokunaga ，1938年 ） の 成虫 に よ る 気管支

喘息淀例 を報告
4｝，さ ら に 水上 らが オ オ ヤ マ チ ビ ユ ス

リ カ Tan3“tarsus　o．y’al・nai （：Sasa，1979）成虫 を 直接吸

入 し て 呼 吸 困難を呈 し た
一
成 人例 を 報告 し て い る

5 冫．

ま た ．村 ヒらは ，小 児 気 管支喘息患児に お い て ユ ス リ

カ 抗原 に 対 す る プ リ ソ ク テ ス トを行 い ．そ の 陽挫率が

8 ・．22％あ り，RAST との
一

致率が高 い こ とを報告 し

て い る
6’．

　 以 ヒよ り ユ ス リ 刀 抗 原は 自然界 に 広 域 に 大量 に 存在

し ， 喘息児に お い て は 少な か らず感作され て い る と思

わ れ る ．五 卜嵐 の 報 告 した 2 癌 例
4 ，
は 通常発作 の 軽減

す る 夏期 に 増悪 して 入錠 とな っ て お り，ユス リ カ 喘息

特 有 の 季節性 も示 唆 さ れ る こ とか ら， ユ ス リ カ 喘息 の

臨床像を明 らか に す る た め 外来通浣患 児を中心 に ，世
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界共 通種で ある t オ ユ ス リ カ Chironom”s　Plumosits

くLinnaeus，1758）を用 い ．こ れ に 対する RAST を行

い ，RAST 陽性者の年齢 分布 ， 居住地 分布，発 1乍の 季

節変動 に つ い て 検討 し た ．

対　象

　 オ オ ユ ス リ カ RAST は ，富山医科薬科入 学小兎科｝・：

外来通錠 ある い は 入 院中 の 5 −15歳 の 患児515名 の 保存

血清を 尾 い 漏定 し た ．採血時 の 平均年齢 は 6．2歳，男児

324名 ， 女子 191名 で あ っ た。こ の うち 気管支喘 息患児

は 459名．平均年齢 6．2歳 ，男子 294名，女子 165名 て あ っ

た， ア ト ピ
ー

性皮膚炎 な ど の 喘息以外 の ア ト ピ ー
性疾

患患児 は 19名 で ，乎均年齢6．1歳，男子 13名．女子 6 名

で あ り，．こ疾 患，内分泌疾患な ど の 非 ア ト ピ ー疾患患

児は 37名，平 均年齢 6ユ豪，男子 17名，女子20名 で あ っ

た ．

　さ らに 富山 南及 びそ の 近郊 に居 住す る気管支贐息患

児 199名 呼 均 6．O歳）を そ の 居住環壕か ら 南街地居住

群117名 （平均 62 歳） と，水 田 及 び 果樹園地帯居住群

（以後水 田 地帯居住群 と略す．平均 5．7歳） の 2群 に 分

け， ユ ス リ カ RAST の 分布 の 様 子を検討 した ．

　 こ の 2 群 よ り 6 年間 に わ た ぢ喘 息 目記を毎 日記載 し

な が ら観察 し得た RAST 陽性患児 20名 （平 均 8．0歳，

男子 13名．女予 7 名）， 陰性患児 16名 （平 均7．7歳，男

子 8 名，女子 8名 ） に お い て 月別平均 発作 日数 を求 め

て 比 較 し た．両 群 の 平均観察期 間 は 陽 性群 29．2ヵ 月，

陰性群 33．7ヵ 月 で あ り，全 例 四 季 を通 し て の 観 察 を

行っ て い る ．ま た ユ ス リ カ プ リ ッ ク テ ス ト陽性患児 5

名 に ユ ス リカ 抗原吸λ負荷を行 っ た．

万 　法

　 ユ ス リ カ の 抗原は ．は界共 通種 で あ る オ オ ユ ス リ カ

を用 い た ，虫体を凍結乾燥 し， 乳鉢で 冷や し な が ら磨

砕， エ
ー

テ ル で 3 回脱脂濾過を繰 り返 した ．脱 脂 した

虫体 を凍結乾燥重量 19 あた り2  m ｝の Coca 液 （NaCl

sg，　 NaHCO32 ，75g，
　 H20 　100ml）に 入れ． 4 ℃ で 72

時間振盪 しな が ら抽出 し た 。こ れを穩過 し た の ち ，セ

P フ ァ ソ チ ＝・　一ブ に 入れ て 生理食塩水 で 4 ℃ ， 24時間

透析し た ，透析内液 を ミ リ ポ ア フ ィ ル タ ー （e ．45ptm ）

に よ り濾過滅菌 し て 重量
！
容量 で 20倍 の ユス リ カ ァ レ

ル ゲ ソ ェ キ ス を作成，蛋 白量 は Lowry 法 に て 測定 し，

11．2mgf
’
ml で あっ た ．

　特 異 的 lgE 抗 体 は フ ァ デ ザ イ ム RAST キ ッ ト

（Pharmacia ，　 Sweden）を用 い 測定 し た ．被検血清50

μ1を allergen 　discに 添加 し 3時間室温静置 し 、 3 回

洗浄 し た 後，酵素結含抗 ヒ ト 玉gE 液50μ1を加 えて 室温

で ユ6−20時間放置し た ．そ の後 3 回 洗浄 した 後 ， 展 開液

200Ptlを 添加 し37℃ 120分間 incubationし，反応停止

液2m ！ず つ 加 え て反応 を停 止 させ た ，分光光度計420

11皿 で 吸 光度 を測定 し，司時に 測定 した 標準血清 の 結

果 か ら Phadebas 　RAST 　unit （PRU ），iml を求め ，　 O．35

PRUlml 未満を score 　O，　 O．35−0．7 PRU ，im 王を score

1，0．？0−3．50PRU ／ml を scGre　2，3．50−17．5PRU ！m1

を score 　3，17．5PRU 〆m1 以上を score 　4とした ．判定

は RAST 　score 　2以上 を RAST 陽性 と し た．　 allergen

paper　discの f乍製 は． 5 ％CNBr で活性化し た paper

disc（東洋濠紙 No ．6，直径6mm ） と蛋白濃度1mglmi

に 調 整した ユ ス リカ ア レ ル ゲ ン エ キ ス を 1ml あた り2 

枚 の 割合で混合し，4 ℃ で 48時間反応 させ た ．さ ら に
，

0．05M 　 beta・monoethano ）an コineで ブ ロ
ッ ク した後 ，

acetate 　buffer（O、IM ，　pH4 ．0）で 洗浄 し．　RASTbuffer

に 浮遊さ せ 使用時まで 保存 した．

　 ブ リ ッ ク テ ス トは ユ ．ス リ カ ア レ ル ゲ γ ニ キ ス を グ リ

セ リ ン で 希釈 し て40倍希釈液を作成 して 行 っ た ．テ ス

トは 爪 綿針を コ ル ク に さ し て 先端 を折 っ た も の を 用

い ，前腕屈側部 に て 行 っ た ．20分後孕こ 膨疹 と発赤の 大

きさを測定 し，膨疹 の 直径 が 4nm1 以上 で 対照 （0．9％

NaCL 　 9．5％phen ・i）よ り2  以上大きい もの を陽性

と した ，

　 抗原 吸入誘発試験 は，吸入試験標準法
7 ）に 準じ て 行

い ．ユ ス リ カ 抗原 は 105，104，103，le2倍希釈液を用 い

た ．あ ら か じめ 皮内 テ ス トを行 い ．皮内反応閾値を求

め そ の 100倍 の 濃度 の 抗 原液 の 吸 入 か ら開始 し た，2分

間 の 抗原 吸 入後 5分後，15分後の FEV 　i．o を測定 した．

測定 FEV 珊
が 前値 よ り20％以上低 下 し た 時点を 陽性

と し，そ の 後 30分， 1 時間， 2時間 と経時的に 測 定 し

た．100倍 希釈液 で FEVL ．。 の 低 下が2 ％未満 の もの も

同様 に 経 時的 に 測定 し た ．

結　果

1．t ナ ユ ス 1丿力 RAST の 疾患別陽性率

対象 515名 の うち，気管支喘息患児459名 と，ア ト ピ
ー
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Tab 】e　 1The 　rate 　of　RAST 　pesitive　to　C］lit’onvjteu ．s

　 卸 柵 蒲 ｝n ・196children

三4q1」り」

1。否

RAST 　 sc，／〕re

AS しhmutiCS
l
’
1
’＝459）

41 ．L］％
1、N ＝ヨ92，｝

76 ％
〈N ＝35；・

Noll　atSpiC 　　c］niEdre11
　 　 でN 二3ハ

％
31二

δ

N

」
000！　

羸

oN

性皮膚炎などの 喘、自以外の ア ト ヒ∵
性疾患 患竃19名，

非 ア ト ヒ
1一

性疾恵 患児（鰍 、已疾 恵 内分泌疾患患児 ）

37名 に お け る．オ オ ユ ス リ カ RAST の 塁 性 率 ば ，

RAST 　score 　2以上 を示 す もの が気管 支喘 息群 で は

44，09義 喘息以外の ア ト ピ
ー
情「疾 患群 て は 26，3％，非

ア ト ヒ
’一

性疾患群 て は 8 ．1％ で あ っ た．RAST 　score 　3

以 トの 強陽姓者 を見 ろ と陽性率は それぞれ 7．6蕗，U％

及 び 0 ％と な り、気管 支唏息児に ユ ス リ カ RAST 陽 性

者 が 多 く認 め ら れ た 〔Table ユ）． こ の 気管支鴨息児 に

お い て ，年齢別 ユ ス リ カ RAST 陽往率を み る と．　 G歳

で は 23、1％ （3．il3）、 1歳 で は 23．1％ ｛／6，J26 ），以下 2

歳 で は 23．5％ （8！34），3歳 で は 30．8％ （12／39），4 蟻

で は 41．5％ （17／41）， 5 歳で は 44．3％ （2Z，；IS　I）． 6 歳

で は 5〔1．0％ （28／56）， 7 歳で は 5S．7％ （27／46）
， 8 歳

で は 54．5％ ，
／　12、」22｝， 9 歳 で は 41．9％ （13，

J3111
／，　 lc〕歳

50

GQ12345678910
　 M 　 12131415

　　　　　　　 A6E（Yea ・5）

　Fig　l．　 Ag ヒ sp 巳 ci重ic　 rates 　 of 　 anthmatics 　 with

positive　chir くmomid 　RAST ．

て ｝ま 62．196 （．IS！29）．1臓 で は 63．2％ ご12〆ユ9），12歳
で は 5CO ％ （8／16），13歳て は 4／．7％ （5112），14巌 で

は 37．5％ （
．
3・
’
8），15歳

一
で｝よ50．O％ 〔3／6）と な り，刀舞齢

とともに 陽性率が高 くな り 6 −12歳 の 学童期 に ピ ー
タ

を 認 め 、こ の 年齢 の RAST 陽 性 率は 53，9％と半数以上

の 莚 弼が ユス し
：

カ RAST 陽性 を示 した 〔Fig．　D ．

　2． ユ ス リ カ RAST 陽徃者，陰性者 の 居住 地 分布

　富山市及 び そ の 近郊 に 居住す る 気管支端 息患児199
名 を 1 そ の 居住環境 か ら市 蛋地居住群 と水 田 及 び 果檮

驤 Pa σ「1＞
’fie …d

oResi 蝋 ］a1／

　 　 　 　 　 　 area

［：羣 Orchard

O 　RAST 　OI1

゜ 　RAS 丁　2

● 　RAST 　3 ．4

　Fig，2．　 The 　 diStributi（｝n　of 　 aR．　thmatics　 with 　positive　chirenemid 　RAST
c（ンmpared 　w 疑h　the　negative 　in　T 〔｝yama 　city 　an 〔l　the　surr 〔｝undings ，

N 工工
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Tab ］e　 2The 　rate 　of 　RAST 　posltive　and 　negative 　to　Cla
’
ronomtLs

’P1umostts

　　　　　　 am 〔mg 　each 　res重dent　regions
」

RAST 　to　chironomid RAST ヒo 　mite

RAST 　score

　　　　　　　　　　　　　　 …
o，1　　

12
．3・41 　 314 o，l　 l2 ，3，4　　　　　　幽

　　　　　　　　　　　　　　　　圏
Resident［ai　 afe ＆　 　 　 59 ，8％
　　　（N ＝117）　　　　　　（癶＝70）

　　　　　　　　 　　：

　　　　　　　　　　　3、4％40 ．2％
1｛N ＝47ハ　i（N ＝4 ）「

23、6％　
：

76．4％
（N ＝26冫 i（N ＝84ハ　　　　　　　　鹽

Paddv　 field＆ o「〔hard　　　　r
　　　　　（製＝82＞ …、禦髪、 熱曁∴｝藷 ，コ 17．9％

（N ＝14）
s2．1％
（N 二6哩）

・

ホ，P ＜0．05，鱒 ：Pく O．01．

園地帯居住群 似 下，水 田 地帯屠住群 と略す） の 2 群

に 分け ユ ス リ カ RAST の 分布の 様 子を検 討 した ．　Fig．

2 に 示 す よ うに 神通 川 と常願 寺川 の 2 大河川 の 流域 に

富 山市市 街地 とこ れを取 り巻 く よ うに して 水 田 地 帯が

広 が っ て お り，ま た こ の 領域に ま た が る 梨栽培 を中心

と し た 巣樹潮 地 帯 が 存在 す る．Fig．2 で は ユ ス リ カ

RAST 　score 　O， 1 の 陰性群を open 　circle ，　 score 　2 の

陽性者を小 さな c］ose ｛1　circle で ，　 scere 　3， 4 の 強陽性

者 を 大きな closed 　circle で 示 して い る が ，それぞ れ の

居住環境に お け る ユ ス リ カ RAST 陽性率 は、　Table　2

に 示す よ うに RAST 　score 　2 以 上 の 陽性を 示 す老 は ，

市街地居住群 で “t　40．2％ （47／117）， 水 田 地 帯居住 群 で

は 549 ％ （45！82） 存 在 し，さ ら に こ の 中 で RAST

score 　3以上 の 強陽 挫者 は ，市 街地居住蕃 で は 3．4％

（4／117），水 蜀 地帯居住群 で は 18．3％ （15！82） で あ っ

た．こ の 2 群間で κ
2
検定を行 うと，

ユ ス リ カ RAST 陽

Tab ］e　3　Average 　days　of　asthmatic 　attack 　per

　 month 　in　 asthmatic 　children 　 with 　posit三ve

　　　 chironemid 　RAST 　compared 　 with

　　　　　 the　negative （M ± SD ）

　 　 3，4　　　　　　　 0，1
（RAST 　posltlve）．（RAST 　negatlve ）

性者 は 5 ％未満 の 危険 率で 水 田 地帯 居 住群 で 多 く，

RAST 　score 　3 以上 の 強陽膨 考は 1 ％未満 の 危険率 で

有意 に 水 田 地 帯居住 群 に 高率 に 認め られ た．同時 に

行 っ た ダ ＝ RAST 陽性率 は 市 街地居住群 ア6、4％ （841

117）、水 田 地帯居住ge　82．1％ （64！82）で あ り，ま た 血

清 王gE 値 の 幾 何 学 平 均 値 は そ れ ぞ れ 1410． 1と

1547 ．92で い ず れ も統 計学的 に 有意差を認め な か っ た．

　3． ユ x リ カ RAST 陽性者 と陰性老 に お け る 発 作 の

季節変動 に つ い て の 比鞍

　磐来通皖中 の 気管支喘息患児 の うち ，昭和 55年 か ら

60年 の 6 年間に わ た り観察 し 得 た ユ ス リ ヵ RAST 陽

性 の 20名 ， 陰｛生の 16名 に お い て 比較挨討 し た、両群 と

もダ ニ ，ハウ ス ダ ス トに 対する プ ；丿 ッ ク テ ス トは 全例

陽性 で あ る． ユ ス リ カ，ダ ニ ， ハ ウ ス ダ ス トに 対する

RAST 　score の 平均 値は ，　 RAST 陽螳群で は そ れ ぞれ

2．75±   ．64，3．88±   ．33，2．71± O、47で あ っ た ．一
方，

RAST 陰性群 で は それぞれ O．81± 0．40，3．20± 1．26，

2．33± 1．23と な り，ユ ス リ カ RAST 　score は 1 ％ 汞 満

15

RAST 　 score

　　　　　　　　　　　　　：

NO ．ロf　 cases 加 16

Jan，　　 i
・，b．　 11

，9± 3．71
．4 ± 2，【’

ユ、呂± 3，22
．2±3，ワ「

Dav5

Mar ．

Apr ．
MayJun

．

Jui．綿

Aug ．． °

Sep，
Oct，
逗OV ．

L

一

1．8±2、82
．5± 4．72
．9± 4 ．43
．2±5．85
．1± 7，244

±5，46
，5±？．15

．2± 6．巳

3，2± 4 ．8

ユ 8＋ 30

　 　 1，3± 3、ユ

　 　 2．O± 3．6
　 　 1．9± 3．3
　 　 2．1± 3．5

　 　 1．7± 2．4

　 　 1，4±2．8
　 　 4．8± 6．ユ

1　 　 3．2 ± 43

　 　 2．2±35

　 　 16 ＋ 33

M 士 SD 　
軸 ：ρく 0 ．OL

　

to 　

o
　　ja∩　　Feb　Mar　Apr 　吻 ノ　Jun　　Jui　　蘭 9．　曳 P　er．t．　Nov　D巳c

　 Fig，3，　 Average　days 　of 　 asthmatic 　attack 　per

month 　in由 e　asthmatics 　with 　p。 sitive 　chironomid

RAST 　compared 　with 　the　negative ．（M ± SD ）
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　Fig．4，　Percent　changes 　of　FEV 三 。 after 　the　inhalations　of　C．p　a］lergen　exn 『
acts

w1th 　positive　prick　test　to　chironomid ，

の 危険率 で 有意 に 陽件 群 で 高値 を 小 し た が，ダ ＝ 一
　t

ハ

ウ ス ダ ス ト RAST に 閥 し て は ，統計学的 に 有意差 を認

め な か i
〕 た ．IgE の 幾何学丁均 は 陽性群 1329 ．1，陰 性 群

41Cl．9で あ っ た．こ の 間 の 喘息 日 記 よ り・承 均 月斑発作 ヨ

数を 求 め 2 群 問 で 比 較す る と両群 とも ダ
’
r一の 発生 の 多

い 9，10月 に 発作が多発し て い る．し か し，富 口 市近

郊 で ユ ス 1；カ が大量 に 発生す る 7． 8 月に
一致 し て 陽

性群 で は 有意 に発 1乍日 数 が 増加 し，陽 ！生群 で は 7 月 に

5．1± 7．2日， 8月 に 4．4± 5．4日で あ る の に 対 し、陰樟

群 で は そ れ ぞ れ 1．7 主 2．4，1．4± 2．8冒 て，この 2 群問

で は 1％ 夫 満 の 危険率 で 統計学 的 に 有意 差 を 認 め た

（Tab ］e　3，　Fig，3）．　Fig，31二 示 す よ う｝こ陵権r苳軌よ 2峰

性 を呈 して い る．

　4．ユ ス リ カ プ リ ・ ク 陽性患 惣
・
こお ：ナる ユ ス

．」 t．抗

原 吸 入 試験

　 5 名全飭 が ユ ス ll力 抗原 を吸 λ後に FEV ， 。 の 低
．
下

が み られ， 2 名が 負荷後15分 て FEV1 、Oが そ わ そ わ

28．9％，37，5％低 下 を示 し て 吸 λ．誘発陽性 で あ っ た ．

更 に 別 の 2 名 が そ れ ぞ れ 7 時 間 後 と 16時 簡 後 に

FEVI ．oの 著明な低 下 ・［29．9％，56．6％）が み られ 遅発

反応陽性 で あ っ た （．Fig．4）．

考　察

　ナ イ ル 河上 流 の タ ム 湖 に 異 常 発 生 し、た ユ ス リ カ

く

rc
耀 磁 拶 鮃 礁 勲 ，齏 ｝が周辺住民 に 多発 した 7 レ ttレ

ギ ー
疾患の 発症 に 大 き く関 bjす る と して、1878年英国

の Ka 轡 らが 発表 しt 皮膚反 応 ，
　 RAST 法な ど で ，ユ

ス リ 力 特異的 lgE 航体を証頃 し た が，そ の 後 ユ ス ！；力

成虫を ア レ ル ゲ ン とす る 7 レ ル ギ ー疾 患 の 轢 告 は み ら，

れず，同流域 に お け る特異的現象 と考 え ら れ て い た ．

と こ ろ が．1984年 6 月中旬の 約 1週間，富山 市周 辺 に

ミ ヤ コ ム モ ン ユ ス
馬1 カ の 大量発主が み られ ，五 十 嵐 ら

は こ れを採取 し，ア レ ル ダ ン ヱ キ ス を 年製 し 2名 の 気

管支喘息患 児に お い て 皮内反応，P −Ktest を行 1 ・ユ ス

リ カ ≒寺異的 IgE抗彡侭を証 斐，更 に 抗原 吸 入 言秀発試験を

5 っ て 本邦 に お け る ユ ス ！： 力 喘 息 の 存在 を 確認 し

た り ．ま た 水 E らは オ 才 ヤ マ チ ビ ユ ス リ カ 成虫 を ジ 詈

ギ ン グ 中に 直接気道内 に 隈入 し，著明 な 呼吸困難 発 作

を呈 し た 一
成入 例を報告 し て い る

S｝． ユ ス Vlカ の 蠻 息

範 匪 は 農山 村 に 隈 ら ずあ ら ゆ る淡 水域 に お よ び，水質

指標 昆虫 と し て よ り もい わ ：bる 蚊柱 や お もに 夏期 に 灯

火 に 多 数集 ま る 不快昆虫と して 広 く知 られ て い る．土

居 らは，岡山 県児島鰯周辺 の ハウ ス ダ 入 卜中 の 7 力 2．

シ ュス ’丿 力 抗原 を調 べ こ の ユ ス リ カ の 発生量 の 多 い 地

域 の ハウ ス ダ ス ・ 中 に 高率に ア ・わ ノ・シ ユ ス リ カ 抗票が

検 出 され た 事 を 報告 し，あわ せ て 湖 の 地域 で は ア カ ム

シ ユス リ カ の 発生 ピ ーク の 11月頃 に
一・

致 し て 夏 よ P も

冬に 高率に 抗 猿：が 検 出 され た と報告 し て い る
9 」，更 に

伊藤ら は ユ ス リカ 抗原 が 丿（都 市部 の ハ ウ ス ・；
“

一 卜中 に

も含蒙 れ ， ユ ス リカ とハウ ス ダ ス ト の プ ll ッ ク テ ス 1・

反 応 の 高 い 一
致率 お よ び RAST 三nhibition 　 test よ リ

ユ ス リ カ 抗原が ハウ ス ダ ス ト ア レ ル ゲ ！ の
一

戎分を構
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戒 し て い る か も し れな い と述 べ て い る
］’o］” 》．以上 よ り，

先 の 3例が ユ ス リカ ア レ ル ギ
ー
患者 と して 稀な ケ

ース

と は 考 えが た く，ユ ス リ カ 抗 原 が ア レ ル ギ ー
疾患 の 原

因抗原 と して 重要な 乾置 を 6 め る こ と が推薦 され る，

こ の こ と か ら，今画 ，気管支喘息患泥 を中心 に ユ ス ｝1

力 特異抗体 の 陽螳率，そ の 年齢的椎移．居住地域差 な

どを調 べ ，ユ ス リ カ ア レ ル ギ ー
の 臨床的険計 を試 み た，

　村．ヒら は， ミ ヤ コ ム モ ン ユ 幼 t 、 ア カ ム シ ユ ス リ

カ の 成虫．幼虫 ，
オ オ ユ ス リ カ お よ び コ ナ ヒ ョ ワ ヒ ダ

ニ の 各抗原 〜こ っ い て RAST 　 inhibition　testを 用 い て

その 共通抗原徃 を謂 べ ， ユ ス リカ 抗原 が ダ ニ 抗漂 と は

賜 ら か に 異な り， ユ ス リ カ 間 で は高率 に 共通抗原性 を

有 し て い る こ と を証明 し て い る
e ＝ 2）．そ こ で

， 今回 は 世

界に 広 く分右 し，抗原量 も豊富 な オ オ ユ ス ！｝力 抗原 を

ユ ス リ カ ア レ ル ギ ー
の 指標抗原 と して 用 い た ，

　気管支喘息患 児459名 と ア ト ピ
ー
疾患患児37名 に お

け る オ ォ ユ xP 力 特異的 lgE抗体 の 陽性 率 は RAST

score 　2鉱 一ヒを示 す も の が ．前者 で は 44．0％．後名で は

8．1％ で あ っ た ，気管支喘 息患老に お い て陽性率 は 加齢

と共 に 増駅 して い た ．こ れ は 村上 らが 15 名 の 小児気管

支喘 息児 に 行 っ た ユ ス リ カ ブ リ ッ ク テ ス トで 陽 性 率

8 −20％を｛5fii，伊藤 ら の 303名の 気管支喘息患者を対

象と した 報告
ls ）の 38％ と比較 し て

， 年 齢 が 長ず る に 従

い 感作 が 成立 す る もの と推 察 し て い た こ と と一致す

る， こ の 傾向 は 装 湊 が 最近福搾県芦原 町 の 全 学童 生 徒

1673名 を対象 と し て 行 っ た オ オ ユス ！坊 抗原 に よ る プ

リ ッ ク テ ス トの 年 齢別陽性率 の 推移 に も
一致 し て み ら

れ た（未発表成績）．居住環境に よ る相違は ，
ユ ス リ カ

の 発生 量 の 多 い 地域 に 居 住す る小児 に ユ ス IJ 力 特異的

IgE抗体 の 保有率 が 高 く，そ の score も高値で ある こ

と が 認 め ら れ た．以上 よ ワ ユ ス P 力 抗原 に 暴露期間 が

長い ほ ど，ま た ，よ り濃厚 に 暴露 され．る 縁 どユス ：1 ヵ

特異的 IgE 抗体 の 保有率が高 くな る と考 え られ る．堀

らは 花 粉症に 関す る調査で 同様に RAST 　SGore ， 症 状

課右率が加齢 と 共 に 上昇 し，更 に 居 住地域 に よ り感作

率 に 差 が あ る こ とを報告 し て い る
西3｝が抗原 が戸外に 発

生する点 で 共通性 が窺わ れる ．

　 こ の よ うに 高率 に ユ ス リ カ 特異 的 IgE抗体 の 保有

が み られ た こ と か ら ユ ス リ カ 喘息 の 纛床的特鍛を検討

す る た め ユ ス リ カ 特異的 IgE 抗体陽 性群 と 陰 性 群 の

2群 を比較検 討 した ．

　 五
．1一嵐 らが本邦 に お け る ユ ス リ カ 喘息の 存在を証明

し た 2 症例は ，い ずれ も ユ ス リ カ が 大量発生 した年 江

は
， 例年 に 比 べ 7 − 8 月 に か け て 発 作 が 頻発 し て い た ，

そ こ で ，気管支喘息児を対象 に ユ ス リ カ 特異的 IgE 陽

性群 （20例）陰性群 （16例） に わけ
’
， 6年間 に わ た り

喘息日 記 を 元 に 見別発作 日 数を算出 し て 比較 した と こ

ろ，ダニの 発生量 が 増 加す る 9 ユ明 に 発作が多発する

点 は 両群 で は 相違な く．こ の 季節 に ダ ニ が多 く発生 し

発作 も増加する と され る小児の 気管支喘息全体の 傾向

に
・
致す る．し か し ユ ス ジ カ の 発生量 に

一致し て 7 − 8

月 に 陽件 群 で 右意 に 発 作が多 く認め られ，富山市近郊

に 居隹す る 喘息児 に お い て は ユ ス リ カ の 発生す る 夏期

の 発作 に は ユ ス i｝ カ の 関与が示唆 され る．

　他方水 上 ら が 報 告 し て い る 19歳 の 女性 は ジ ョ ギ γ グ

中に 群飛 す る ユ ス ワ カ の 中を走 り抜け た際 に 成虫を直

接気道 内 に 吸 入 し，そ の 30分後に 著窮な呼吸困難 ，喘

鳴，チ ア ノ ーゼ を 呈 し緊急入 駝 し 救 命 し得 た 1 例 で あ

る が，本 例 は 3 年 ほ ど前 よ り 虫が 眼 に 入 る と著明 な 眼

瞼浮腫．結膜充 血 を呈す る と い う既往が あ io　コ更に こ

の 女 ｛生が居住す る 地域 に 夏期 に 大 量発 生す る オ オ ヤ マ

チ ビ ユ ス ljカ よ り抽 出 され た ユ ス リ カ 抗原液 に よ る 皮

膚 テ ス i・．RAST ，吸 入 誘発試験 の い ず れ に お い て も

陽性を示 し た．ま た i司 じ く ユ ス リ カ 抗 体陽性 の 14歳 の

女児 も夏期 に 眼瞼浮腫，流涙 な ど の 疾状を 訴 え て お り．

こ れ らの 症 例 は， ユ ス 1］ 力抗原に よ る ア レ ル ギ ー
反応

が喘 息に と ど ま ら ず， ア レ ル ギ
ー
性結 膜炎な ど の ア L

一

ル ギ ー疾患の 原因とな る 可 能性 を 示 し て い る、

　 以上 よ り， ユ ス リ カ は 自然 界に 広 く分布 し，そ の 抗

原量 も多 く， さらに ・ ・ウ ス ダ ス ト中 に も存在す る こ と

か ら7 レ ル ギ ー疾患の
一
西 を 成す こ と が示唆 され J 普

遍的な ア L・ ・レ ゲ γ と して よ O ．一
層注 目す る 必要 が あ る

と考 tt一られ「る．ま た
， そ の 発生 時期．発生量に 種類別，

地域別 の 相違 があ り，抗原 の 主 た る発生 部位が 戸外で

ある点に 花粉 ア レ ル ギ
ー

との 共通点 が ある よ うに 思 わ

れ る，

　 今後 さらに 対象を増 し ユ ス リ カ 喘息の臨床的特徴を

明 らか に す る こ と が 必要 と思 わ れ る．
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　　Ph ・d・・yme ・adi ・・ll・・g・s轍 ・t　t・・t・ and 　b・・ n ・hi・l　p・。・・cati・・ tests　t・ ・xt ・・cts 匸Q　Chi・。・・m ・・ pl・m ・sus

（C．p．）were 　performed 　on 　459　asthmatic 　ch 註dren，】9atopic　children 　without 　asthma 　and 　37　non ・atopic 　chilClren．
The　number 　of 　cases 　who 　showed 　posi巨ve 　RAST 　to　C．pwas 　202（44．0％〉，5（26．3％）and 　3（8．1％），　respectively ．　The
positive　rates 　in　the　asthmatics 　increased　in　propOrtion　to　rheir　age ，　and 　significantly 　differed　according 　to　where
they　Iiver（54，9％ of　82　asthmatics 　living　near 　paddy　fie】ds　our 　orchards 　were 　positive　to　C．p　extracts 　by　RAST ，
compared 　wi ヒh　40．2％ of　l　17asthmatlcs　iiving　in　residential 　areas ）．　In　the　asthmatic 　children 　w 油 Ix）sit重ve 　RAST

，

the　average 　number 　of　asthmatic 　attacks 　per　mon 七h　dロring 　the　chironomid 　seasGn 　was 　signifi 　cantly 　greater　that
that　of　the　negative ．　lnhalation　tests　to　exracts   f　C．p　were 　carried 　out 　on　5　asthmatic 　children 　whowere 　pt）sitive　to
skin 　prick　tests．2chHdren　showed 　immediate　asthmatic 　reactions 　and 　20theres　showe 引 ate 　asthmaticreactions ．

　　Chironomidea　are　widespread 　in　neariy 　all ヒypes　of　lnland　waters 　worldwide 　and 　chironomid 　antigens 　also
exist 　in　house　dust，so　it　seems 　to　be　one 　of 　the　most 　cemman 三nhalant 　antigens ，
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